保護者の方へ

拝啓

処暑のみぎり、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

９月４日より実施する「フィジー共和国における自然体験実習」での、ご子息、ご息女の参加につきまして、引率者として挨拶とお願いを申し上げます。

今回は初めての募集ですが、31名の応募があり、他に学外者を含め約10名の問い合わせがありました。定員を大きく超えたため、引率教員が応募理由等を審査し、当初18名の予定でしたが、24名に増員して実施することになりました。７名の方には次回に回っていただくことになりました。今回の参加者は、参加の動機も明確で、本学の学生としてどこに出しても恥ずかしくないメンバーであると認識しております。

この実習では、地質調査や植生調査、土木実習や海岸保全実習、メディア実習といった盛りだくさんのプログラムを用意していますが、作業や自主的な活動を通じての、参加学生の自己発見と成長とを期待しており、与えられた課題をこなすというよりも、目的意識を持って自分なりの切り口で対象に取り組むことが望ましいと考えております。

また今回の実習では、内陸の伝統的なフィジー人集落と共有地に入っての調査がありますが、通常のケースでは不可能なことであり、これは現地の日本企業であるウイング・インベストメントの全面的な協力で実現しております。その他にも日本のNGOであるOISCA-Fijiや、日本企業経営のMana Island Resortの協力も得て、海岸保全実習やリゾート基盤設備見学などを実施予定です。日本の学生が内陸部でこのような実習を行うのはフィジーでは初めてのことであり、注目を集めています。さらに野外調査期間にはUSP（南太平洋大学）の教員・学生も同宿して調査プログラムに参加し、交流を深める計画です。

参加学生には、自分のふるまいが本学のみならず日本の学生の代表として受け取られるという点を自覚し、協力機関や関係者の方々に迷惑がかからないよう、責任のある行動をとることが求められます。

これらの事情をご理解いただき、ご子息、ご息女の実習の参加について、ご承諾いただきますようお願い申し上げます。

今回のフィジー実習は、工学部では初めての試みであり、引率者としても不慣れな点があるかと思いますが、実習の成果が最大限に得られるよう努力し、また安全には万全の配慮をして実施いたしますので、何卒ご理解のほど、お願い申し上げます。
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